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|rj − ri|2(rj − ri)w(|rj − r|)
]
.
ここで，ri, rj は粒子 i, j の位置ベクトル，φi,φj は粒子
i, j の物理量，n0 は粒子数密度，w は重み関数，dは空間
の次元数である．
また発散は，ベクトル変数 u = (u, v)を用いて，





[ (uj − ui）· (rj − ri)
|rj − ri|2 w(|rj − r|)
]








































CFD Toolboxは，先行研究 [2]の Cプログラムを参考に
して作成した．初期粒子配置を図 1 の通りにし，研究室











図 1 初期配置 図 2 0.4 [s] 図 3 0.8 [s]
表 1 計算時間
スレッドの数 1 2 4 8
経過時間 [s] 9631.72 9631.88 9630.45 9629,28
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